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横
井
小
楠
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
i

上

夫

一
、
は
じ
め
に

幕
末
福
井
藩
の
安
政
期
藩
政
改
革
の
一
環
と
な
る

殖
産
興
業
策
に
つ
き
、
従
来
の
諸
先
学
に
よ
り
、
特

に
由
利
公
正
(
三
岡
八
郎
)
の
肝
い
り
で
、
安
政
六

年
(
一
八
五
九
)
末
か
ら
「
物
産
総
会
所
」
を
基
軸

と
す
る
開
明
的
な
会
所
仕
法
が
展
開
す
る
と
す
る
論

調
が
主
流
を
な
し
て
い
お
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
会
所
仕
法
の
発
足
時
期
に

つ
き
、
『
由
利
公
正
伝
』
・
『
子
爵
由
利
公
正
伝
』
(
両

書
を
以
下
『
由
利
伝
』
と
略
称
す
る
)
の
ほ
か
に
、

的
確
な
典
拠
資
料
が
求
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
『
由

利
伝
』
の
記
載
内
容
そ
の
も
の
に
疑
義
を
見
出
し
、

他
の
関
連
諸
資
料
に
よ
り
、
近
年
は
松
浦
玲
・
高
木

不
二
両
氏
、
ま
た
最
近
は
本
川
幹
男
氏
が
、
約
一
年

ほ
ど
遅
れ
た
万
延
元
年
(
一
八
六
O
)
末
説
を
唱
え

る
の
が
注
目
を
ひ
く
と
こ
ろ
で
あ
か
。

た
し
か
に
福
井
藩
だ
け
に
視
点
を
す
え
た
場
合
、
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『
由
利
伝
』
の
典
拠
資
料
の
信
ぴ
ょ
う
性
に
は
再
検

討
を
要
す
る
が
、
実
は
筑
後
国
柳
川
藩
が
福
井
藩
と

は
な
は
だ
類
似
し
た
会
所
仕
法
を
実
施
し
て
お
り
、

し
か
も
両
藩
が
と
も
に
横
井
小
楠
に
き
わ
め
て
深
く

か
か
わ
り
、
さ
ら
に
か
れ
の
開
明
的
な
教
説
を
う
け

つ
ぐ
門
弟
ら
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
点
に
着

目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
幕
末
福
井
・
柳
川
両
藩
の
横

井
小
楠
と
の
き
わ
め
て
深
い
か
か
わ
り
を
中
心
に
、

国
産
奨
励
・
殖
産
興
業
を
め
ざ
す
両
藩
の
会
所
仕
法

の
類
似
性
に
照
明
を
あ
て
、
改
め
て
そ
の
発
足
時
期

を
推
考
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
横
井
小
捕
と
福
井
・
柳
川
両
藩
と
の
か
か
わ
り

付
福
井
藩
と
の
か
か
わ
り

横
井
小
楠
が
安
政
五
年
(
一
八
五
人
)
四
月
、
福

井
藩
に
招
へ
い
さ
れ
る
ま
で
の
両
藩
と
の
か
か
わ
り

の
主
な
点
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
福
井
藩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
二
年

(
一
八
四
九
)
十
月
、
福
井
藩
士
三
寺
三
作
が
、
熊

本
の
小
楠
堂
を
訪
ね
、
小
楠
の
高
遁
な
識
見
に
い
た

く
感
服
し
た
。
こ
の
コ
一
寺
の
熊
本
遊
歴
が
、
小
楠
の

名
声
を
福
井
藩
内
に
広
め
る
最
初
の
き
っ
か
け
と
も

な
っ
た
。
つ
い
で
小
楠
は
、
嘉
永
田
年
二
月
十
八
日
か
ら
八

月
二
十
一
日
ま
で
約
半
年
に
わ
た
り
、
上
国
二
一
か

国
巡
歴
の
旅
に
出
た
が
、
こ
の
際
六
月
十
二
日
か
ら

約
三
週
間
に
わ
た
り
福
井
城
下
に
と
ど
ま
り
、
連
日

の
よ
う
に
藩
士
一
同
に
「
学
話
」
を
つ
づ
け
た
。

の
ち
に
小
楠
の
指
導
で
、
藩
の
殖
産
興
業
に
敏
腕

を
振
る
う
三
岡
石
五
郎
(
八
郎
・
由
利
公
正
)
も
、

小
楠
の
講
義
に
熱
心
に
参
加
し
た
が
、
た
し
か
に
三

岡
は
、
小
楠
の
「
経
国
安
民
」
の
経
世
論
の
か
な
め

を
し
っ
か
り
学
び
と
っ
た
。
し
か
も
そ
の
理
論
の
実

践
の
手
は
じ
め
と
し
て
、
福
井
藩
内
の
財
政
調
査
に

取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
小
楠
の
「
学
話
」

の
大
き
な
啓
発
力
の
一
端
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
小
楠
の
福
井
来
訪
が
機
縁
と
な
り
、
藩
儒

吉
田
東
室
、
弟
岡
田
準
介
、
重
臣
鈴
木
主
税
ら
と
の

文
通
が
活
発
化
す
る
な
か
で
、
翌
五
年
三
月
、
春
山
獄

の
諮
問
に
応
え
て
小
楠
は
、

「
学
校
問
答
書
」
を
草

し
た
。こ
の
間
答
書
は
、
春
巌
が
藩
校
を
創
設
す
る
に
あ

た
っ
て
、
小
楠
に
意
見
を
求
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
自
問
自
答
式
の
形
を
と
る
「
人
材
教
育
論
」
で

あ
る
。
春
巌
は
小
楠
の
教
説
に
い
た
く
共
鳴
し
、
安

政
二
年
(
一
八
五
五
)
創
設
の
藩
校
明
道
館
の
基
本

方
針
に
、
小
楠
の
「
学
政
一
致
」
論
を
取
り
あ
げ
る

と
い
う
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
。

翌
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
の
村
田
氏
寿
あ
て
の

小
楠
書
翰
を
、
春
巌
が
た
ま
た
ま
見
る
に
お
よ
ん

で
、
小
楠
こ
そ
求
め
て
や
ま
な
い
貴
重
な
人
材
だ
と

確
信
し
た
と
い
う
。
こ
の
書
翰
に
は
、
為
政
者
の
心

構
え
と
し
て
、
「
深
く
一
一
一
代
の
道
に
達
し
、
明
に
今

日
の
事
情
に
通
じ
」
る
優
れ
た
見
識
の
持
主
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
文
面
の
内
容

が
春
巌
に
よ
る
小
楠
招
へ
い
の
決
定
的
な
媒
介
に

な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
春
巌
は
、
小
楠
の
教
説
に
接
す
る
以
前

か
ら
、
「
嘉
舜
の
道
」
つ
ま
り
「
一
一
一
代
の
道
」
に
深

い
関
心
を
示
し
た
こ
と
が
、
か
れ
の
弘
化
二
年
(
一

八
四
五
)
の
日
記
『
政
暇
目
録
」
の
十
一
月
五
日
の

条
に
、
「
輪
講
こ
れ
有
り
、
講
師
海
福
敬
題
、
尭
舜

の
道
を
楽
む
事
論
、
誠
に
面
白
し
」
と
の
記
載
か
ら

も
如
実
に
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
こ
で
春
巌
は
、
福
井
招
へ
い
の
意
向
を
直
接
小

楠
に
伝
え
る
た
め
、
安
政
四
年
三
一
月
七
日
明
道
館
訓

導
村
田
氏
寿
を
熊
本
に
つ
か
わ
し
た
。
五
月
十
二
日

熊
本
に
着
い
た
村
田
は
、
小
楠
に
会
っ
て
そ
の
内
諾
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を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
藩
同
士
の
正

式
交
渉
は
、
熊
本
藩
が
承
知
し
、
な
い
た
め
非
常
に
難

航
し
お
。
そ
の
事
情
は
本
稿
で
は
省
く
が
、
と
り
わ

け
柳
川
藩
か
ら
の
強
い
支
援
の
あ
っ
た
点
は
後
述
す

る
こ
と
に
す
る
。

口
柳
川
藩
と
の
か
か
わ
り

柳
川
藩
士
池
辺
藤
左
衛
門
が
天
保
十
年
(
一
人
コ
一

九
)
小
楠
塾
に
学
び
、
そ
の
学
風
を
柳
川
藩
内
に
広

め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
小
楠
実
学
に
よ
り
藩

校
伝
習
館
の
教
育
改
革
を
行
っ
た
た
め
、
小
楠
学
派

を
同
藩
で
は
「
肥
後
学
派
」
と
呼
称
す
る
。

小
楠
と
、
の
ち
の
同
藩
家
老
立
花
壱
岐
(
親
雄
)

と
の
初
会
見
は
、
嘉
永
四
年
(
一
八
五
二
八
月
で
、

小
楠
が
前
述
の
上
国
巡
歴
の
帰
途
、
壱
岐
の
野
町
の

別
邸
で
夜
を
徹
し
て
語
り
合
い
、
こ
れ
が
機
縁
と
な

り
、
壱
岐
と
小
楠
と
の
聞
に
書
翰
の
往
復
な
ど
の
固

い
き
づ
な
で
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

壱
岐
が
家
老
職
に
就
任
す
る
の
は
、
安
政
三
年
(

八
五
六
)
三
月
二
十
六
日
で
、
そ
れ
を
知
っ
た
小
楠

は
祝
意
を
込
め
て
、
五
月
十
五
日
付
け
の
壱
岐
あ
て

の
長
文
の
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
「
君

子
」
た
る
も
の
は
「
三
代
の
道
」
を
実
践
せ
ね
ば
な
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ら
な
い
が
、
と
く
に
「
君
臣
一
徳
、
国
是
二
疋
」
を

上

幕
末
福
井
・
柳
川
両
藩
の
殖
産
興
業
の
類
似
性

ふ
ま
え
な
け
れ
ば
「
邦
家
の
大
事
」
は
決
し
て
成
し

遂
げ
ら
れ
な
い
と
力
説
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
「
一
国

第
一
等
の
人
材
用
ら
れ
候
へ
ば
、
必
ず
第
一
等
の
治

を
為
す
べ
き
こ
と
に
候
」
と
小
楠
経
世
論
の
真
ず
い

が
吐
露
さ
れ
る
。
壱
岐
は
こ
う
し
た
小
楠
の
教
説
を

し
っ
か
り
体
し
て
、
そ
の
後
の
藩
政
改
革
で
大
い
に

実
効
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
こ
の
書
翰
で
は
、
小
楠
と
し
て
は
じ
め

「
三
代
の
道
」
と
「
格
物
の
実
学
」
と
が
一
緒

て、に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
三
代
の
道
H

格

物
の
実
学
」
の
思
考
体
系
が
生
成
し
た
こ
と
を
物
語

る
わ
け
で
あ
る
。

翌
安
政
四
年
、
壱
岐
は
藩
主
立
花
鑑
寛
の
参
ノ
勤
に

随
行
し
て
上
府
す
る
が
、
壱
岐
は
江
戸
で
福
井
藩
士

橋
本
左
内
と
文
通
・
会
談
し
、
橋
本
の
先
見
的
か
っ

開
明
的
な
経
世
論
に
い
た
く
共
鳴
し
た
。
壱
岐
は
江

戸
で
の
諸
大
名
の
講
習
会
を
企
図
し
、
十
月
七
日
左

内
に
侍
講
を
依
頼
し
た
。
春
巌
・
立
花
鑑
寛
は
じ
め

山
内
容
堂
(
土
佐
)
・
松
平
慶
徳
(
鳥
取
)
・
松
平

慶
典
(
川
越
)
ら
諸
大
名
に
対
し
て
左
内
は
『
大
学
』

刷

の
会
読
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
安
政
五
年
の
小
楠
の
福
井
招
へ
い
に
あ
た
り
、

肝
心
の
熊
本
藩
が
固
辞
し
た
た
め
一
悶
着
が
起
こ
っ

た
。
こ
の
際
、
春
識
の
正
室
勇
姫
(
熊
本
藩
主
細
川

斉
護
の
コ
一
女
)
の
尽
力
ゃ
、
立
花
鑑
寛
が
春
巌
の
実

姉
純
子
を
正
室
と
す
る
な
ど
の
三
藩
の
姻
戚
関
係
が

み
ら
れ
、
さ
ら
に
小
楠
と
深
く
か
か
わ
る
柳
川
藩
家

老
立
花
壱
岐
や
同
藩
士
池
辺
藤
左
衛
門
の
強
い
推
挙

の
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
小
楠
の
福
井
招
へ
い
が
実

現
し
た
の
で
あ
る
。

小
楠
は
同
年
三
一
月
十
二
日
、
熊
本
を
出
発
し
翌
十

三
日
、
柳
川
藩
領
、
山
門
郡
本
郷
の
浅
山
平
五
郎
宅

に
到
着
、
そ
こ
で
同
藩
の
「
肥
後
学
派
」
(
小
楠
学
派
)

の
も
の
た
ち
に
よ
る
盛
大
な
送
別
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
こ
に
は
壱
岐
の
実
兄
で
あ
る
十
時
雪
斎
(
摂

津
)
・
池
辺
藤
左
衛
門
・
十
時
兵
馬
ら
数
十
名
が

集
っ
た
。
な
お
池
辺
の
実
弟
亀
三
郎
は
、
小
楠
の
側

近
と
し
て
福
井
藩
に
随
行
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
柳
川
藩
の
会
所
仕
法
の
特
質

柳
川
藩
で
は
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
藩
主
立
花

鑑
寛
は
、
家
老
立
花
壱
岐
に
命
じ
て
、
倹
約
令
・
綱

紀
粛
正
・
人
材
登
用
を
中
心
と
す
る
藩
政
改
革
に
取

り
組
む
が
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
に
は
、
小
楠

の
開
明
的
経
世
論
に
か
か
わ
る
立
花
壱
岐
の
改
革
論

に
い
た
く
共
鳴
し
、
財
政
改
革
を
主
体
と
す
る
藩
政
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改
革
に
乗
り
出
す
わ
け
で
あ
る
。

十
時
摂
津
(
壱
岐
の
長
兄
)
・
十
時
兵
馬
・
池
辺

藤
左
衛
門
ら
を
起
用
す
る
が
、
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も

小
楠
学
派
に
属
し
、
福
井
藩
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ

く
、
小
楠
殖
産
興
業
論
の
実
践
化
を
め
ざ
す
こ
と
と

な
る
。同
年
九
月
、
藩
主
立
花
鑑
寛
は
、
壱
岐
に
藩
政
を

委
任
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
藩
物
産
会
所
を
起
し
、
預

同

り
手
形
と
藩
札
一

O
万
両
を
発
行
し
た
。
そ
し
て
領

内
指
定
商
人
に
、
こ
の
藩
札
で
諸
物
産
(
櫨
・
蝋
・

茶
・
辛
子
莱
・
和
紙
・
生
糸
・
石
炭
な
ど
)
の
買
い

付
け
を
さ
せ
、
長
崎
へ
送
っ
て
豪
商
松
尾
屋
伊
助
を

通
じ
て
、
長
崎
貿
易
の
利
潤
を
藩
庫
に
収
め
る
こ
と

仰

が
で
き
た
。
こ
の
際
高
椋
新
太
郎
を
長
崎
に
派
遣

し
、
交
易
の
監
督
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
藩
礼
・
物
・
現
金
の
「
鼎
の
足
」
の

よ
う
に
回
っ
て
藩
財
政
を
潤
す
仕
法
が
「
鼎
足
運
転

の
法
」
と
呼
ば
れ
、
柳
川
藩
の
「
安
政
六
年
藩
政
改

革
」
を
特
色
づ
け
る
仕
法
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し

く
時
期
を
同
じ
く
し
て
展
開
す
る
福
井
藩
の
殖
産
興

業
策
と
基
本
的
に
は
軌
を
一
に
す
る
こ
と
が
判
明
す

る。
こ
の
点
、
小
楠
が
『
国
是
三
論
』
の
「
富
国
論
」

で
説
く
「
先
壱
万
金
の
銀
紗
を
製
し
、
民
に
貸
し
て

養
蚕
の
料
に
充
て
其
の
繭
糸
を
宮
に
収
め
、
是
を
開

U
た

、

ヮ

る

港
の
地
に
輸
し
洋
商
に
売
な
ら
ば
、
大
約
壱
万
千
金

の
正
金
を
得
べ
し
。
此
の
如
く
な
れ
ば
椿
札
数
月
を

け
み閲
せ
ず
し
て
正
金
と
な
っ
て
、
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の

の

み

鴻
益
あ
る
而
巳
な
ら
ず
、
加
う
る
に
千
金
の
利
有

り
。
(
後
略
)
」
の
殖
産
論
を
ふ
ま
え
た
会
所
仕
法
を

川
別

両
藩
が
用
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

四
、
福
井
藩
の
会
所
仕
法
の
開
始

実
は
『
由
利
伝
」
の
な
か
の
由
利
の
追
想
談
で
の

福
井
藩
の
会
所
仕
法
に
よ
る
貿
易
利
潤
の
よ
う
や
く

ピ
l
ク
化
す
る
文
久
元
年
の
段
階
で
、
小
楠
の
同
年

正
月
四
日
付
の
荻
角
兵
衛
・
元
田
伝
之
丞
へ
あ
て
た

書
翰
で
述
べ
た
「
此
問
屋
出
来
に
因
て
、
市
在
一
一
統

甚
敷
は
げ
み
立
、
年
の
明
暮
杯
は
莫
大
に
も
ち
懸
候

て
、
勢
甚
よ
ろ
し
く
御
座
候
。
(
後
略
)
」
〔
傍
点
は

筆
者
に
よ
る
〕
の
文
脈
か
ら
は
、
会
所
仕
法
が
発
足

し
て
か
ら
、
わ
ず
か
一
、
二
か
月
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
少
く
と
も
発
足
後
一
年
ほ
ど
経
た
時
期
を
想

定
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
に
ぶ
ん
福
井
藩
の
場
合
、
す
で
に
小
楠
の
来
福

に
先
立
っ
て
、
橋
本
左
内
が
「
外
国
貿
易
説
」
(
安
政

三
・
四
年
頃
)
・
「
制
産
に
関
す
る
建
議
手
書
」
(
安

政
四
年
五
月
頃
)
で
、
生
産
増
強
に
裏
打
ち
さ
れ
た

輸
出
振
興
の
積
極
的
貿
易
論
を
説
い
て
い
る
。

つ
ま
り
「
制
産
」
は
「
治
国
富
民
の
要
務
」
と
し
、

藩
内
で
は
す
で
に
、
呉
服
物
・
漆
器
・
紙
な
ど
の
「
国

産
製
造
の
道
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
年
々
増

産
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
力
説
す
る
。
そ
し
て
「
諸
品

物
は
元
来
民
を
富
し
、
国
を
盛
に
成
さ
れ
候
御
趣

意
」
と
す
る
「
民
富
論
」
的
富
国
策
や
、
「
商
法
専

ら
信
義
に
基
き
札
律
を
守
」
る
経
済
倫
理
な
ど
、
い

ず
れ
も
横
井
小
楠
の
「
富
国
論
」
と
共
通
す
る
だ
け

刷に
、
小
楠
の
論
策
が
福
井
藩
に
容
易
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
は
、
左
内
ら
に
よ
り
培
わ
れ
た
同
藩
の
「
民

富
論
」
的
な
風
土
性
に
よ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

同

左
内
の
「
国
産
奨
励
」
論
に
触
発
さ
れ
た
長
谷
部

甚
平
(
奉
行
)
は
、
奉
室
田
紬
・
紙
・
漆
な
ど
諸
物
産

振
興
に
力
こ
ぶ
を
入
れ
る
が
、
安
政
五
年
四
月
の
小

楠
の
来
福
に
あ
た
り
、
翌
五
月
春
巌
は
、
国
許
へ
七

か
条
の
「
条
目
」
を
布
達
し
、
そ
の
な
か
の
「
物
産

の
事
」
の
一
条
で
、
「
国
産
奨
励
」
が
藩
政
の
重
点

施
策
に
か
か
げ
ら
れ
か
。

つ
い
で
同
年
十
一
月
、
人
事
面
で
「
制
産
方
」
体

制
が
創
出
さ
れ
、
国
産
振
興
・
奨
励
に
本
格
的
に
取
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り
組
む
こ
と
に
な
い
。
翌
六
年
六
月
か
ら
長
崎
貿
易

が
許
可
さ
れ
、
し
か
も
当
時
す
で
に
由
利
が
長
崎
で

オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
生
糸
販
売
の
特
約
を
し
た
以
上
、

少
く
と
も
同
年
中
に
横
浜
貿
易
と
同
様
に
、
長
崎
貿

易
が
推
進
さ
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
W
o

そ
の
た
め
に
は
、
小
楠
が
説
く
「
第
一
大
問
屋
」

〈
物
産
総
会
所
〉
が
同
年
中
に
発
足
し
、
こ
の
際
由

利
が
説
く
「
物
産
総
会
所
」
が
、
か
れ
個
人
の
呼
称

で
あ
っ
た
り
、
ま
た
は
会
所
名
が
つ
け
ら
れ
な
く
て

も
、
実
質
的
に
産
物
会
所
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
も

の
と
考
え
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

幕
末
福
井
藩
の
殖
産
興
業
を
め
ざ
す
会
所
仕
法
の

開
始
時
期
に
つ
き
、
従
来
の
諸
先
学
の
『
由
利
伝
」

に
よ
る
安
政
六
年
末
説
に
対
し
て
、
近
年
来
、
さ
ら

に
一
年
ほ
ど
お
く
れ
た
万
延
元
年
末
と
す
る
所
説
が

提
起
さ
れ
、
新
し
い
批
判
的
業
績
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

19 

た
し
か
に
『
由
利
伝
」
の
記
載
内
容
に
対
す
る
疑

義
は
た
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
福
井
・
柳

川
両
藩
と
も
、
横
井
小
楠
の
開
明
的
な
殖
産
興
業
論

に
よ
り
、
小
楠
門
弟
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た
点

上

幕
末
福
井
・
柳
川
両
藩
の
殖
産
興
業
の
類
似
性

か
ら
、
両
藩
の
会
所
仕
法
の
類
似
性
と
と
も
に
、
実

質
的
な
開
始
時
期
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
と
み
る
の
が
、

論
理
的
に
整
合
性
が
あ
る
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

要
は
、
小
楠
が
福
井
藩
と
同
じ
く
き
わ
め
て
深
く

か
か
わ
る
柳
川
藩
の
会
所
仕
法
と
の
関
連
に
視
点
を

す
え
た
場
合
、
両
藩
と
も
実
質
的
に
安
政
六
年
末
に

会
所
仕
法
が
は
じ
ま
り
、
福
井
藩
で
改
め
て
取
り
立

て
て
会
所
機
構
が
整
備
発
足
す
る
の
が
、
文
久
元
年

同

当
初
か
ら
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

註川
福
井
藩
の
幕
末
藩
政
改
革
の
殖
産
興
業
に
か
か
わ
る

会
所
仕
法
発
足
に
つ
き
、
主
に
「
由
利
公
正
伝
』
『
子
爵
由

利
公
正
伝
』
『
横
井
小
楠
遺
稿
』
を
典
拠
と
し
た
諸
論
稿

を
、
参
考
ま
で
に
次
に
か
か
げ
る
。

O
奈
良
本
辰
也
「
雄
藩
の
台
頭
」
『
日
本
歴
史
』
日
岩
波
講

座

昭

必

O

ク
ク
「
雄
藩
の
台
頭
と
そ
の
意
義
」
『
明
治
維
新

論
』
徳
間
書
房
昭
必

O
加
藤
亥
八
郎
「
越
前
藩
に
お
け
る
改
革
と
そ
の
構
想
」
「
日

本
史
研
究
』
国
昭
お

O
圭
室
諦
成
『
横
井
小
楠
』
古
川
弘
文
館
昭
必

O
山
口
宗
之
「
「
福
井
藩
藩
政
改
革
の
展
望
」
『
幕
末
政
治
思

想
史
研
究
』
隣
人
社
昭
必

O
山
崎
益
士
口
『
横
井
小
楠
の
社
会
経
済
思
想
』

版
株
式
会
社
昭
防

O
山
崎
正
董
『
横
井
小
楠
伝
』
(
中
巻
)

ワ
dO
山
崎
正
董
『
横
井
小
楠

多
賀
出

日
新
量
目
院

伝
記
篇
』

明
治
童
日
院

q
d
 
O
小
葉
回
淳
編
著
『
岡
本
村
史
』
(
本
篇
)
岡
本
村
史
刊
行

会

昭

お

O
拙
稿
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』
御
茶
の
水
害
胃
腸

『
0

0

』
〈
改
訂
版
〉
平
2

昭
54 

BB 

同

O
松
浦
玲
『
横
井
小
楠
』
〈
増
補
版

v
h朝
日
選
喜

六
四
五
)
平
ロ

O
高
木
不
二
「
松
平
春
山
獄
受
讃
期
の
越
前
藩
」
「
日
本
史
研

究
』
四
一
一
一
一
号
平
9

0

0

0

「
幕
末
文
久
期
の
中
央
政
局
と
越
前
落
」
『
近

代
日
本
研
究
』
一
四
巻
平
9

慶
慮
義
塾
福
沢
研
究
セ

ン
タ
ー

O
本
川
幹
男
「
幕
末
期
、
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
に
つ
い

て
産
物
会
所
の
成
立
を
中
心
に
|
」
「
福
井
県
地
域
史
研

究
』
一
一
号
福
井
県
地
域
史
研
究
会
平
日

以
上
三
氏
の
論
稿
で
、
安
政
六
年
十
月
の
福
井
藩
「
物

産
総
会
所
」
の
設
立
に
つ
き
、
「
由
利
公
正
伝
』
(
三
岡
丈

夫
編
、
大
5
)

・
『
子
爵
由
利
公
正
伝
』
(
由
利
正
通
編
、

昭
日
)
の
ほ
か
に
、
史
料
的
典
拠
が
確
認
で
き
な
い
と
し
、

他
の
関
連
諸
史
料
・
文
献
に
よ
り
検
考
し
た
結
果
、
さ
ら

に
一
年
以
上
お
く
れ
た
万
延
元
年
末
に
会
所
仕
法
が
発
足

す
る
と
の
見
解
を
ひ
れ
き
し
て
い
る
。

な
お
高
木
・
本
川
両
氏
は
、
文
久
期
を
通
じ
て
の
「
制

産
方
」
を
中
核
と
す
る
会
所
仕
法
の
歴
史
過
程
を
考
察

し
、
同
藩
の
殖
産
興
業
策
の
特
質
を
論
じ
て
い
る
。

同
由
利
の
後
年
の
談
話
・
追
想
談
や
、
そ
れ
を
素
材
と

し
ま
た
関
連
史
料
等
を
ふ
ま
え
て
編
さ
ん
さ
れ
た
「
伝

記
』
は
、
「
書
翰
」
の
類
に
比
べ
る
と
、
信
ぴ
ょ
う
性
に

は
十
分
検
討
を
要
す
る
が
、
単
に
『
伝
記
』
と
い
う
こ
と

で
史
料
的
価
値
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
関
連
す
る

傍
証
や
歴
史
的
背
景
な
ど
と
の
整
合
性
に
も
し
っ
か
り
視

点
を
す
え
る
必
要
さ
が
痛
感
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
横
井

日召
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若
越
郷
土
研
究
四
十
八
巻
一
号

小
楠
書
翰
ゃ
、
福
井
藩
同
様
に
小
楠
に
深
く
か
か
わ
る
柳

川
藩
と
の
関
連
か
ら
、
国
産
奨
励
・
殖
産
興
業
を
め
ざ
す

福
井
藩
「
安
政
期
藩
政
改
革
」
の
一
環
と
な
る
会
所
仕
法

発
足
の
時
期
を
推
考
す
る
こ
と
に
す
る
。

同
三
上
一
夫
『
横
井
小
楠
の
新
政
治
社
会
像
|
幕
末
維

新
変
革
の
軌
跡
』
(
思
文
閑
出
版
、
平
8
)

一
一
頁
。
小
楠

が
も
っ
と
も
強
調
す
る
と
こ
ろ
は
、
学
問
の
基
本
は
、
単

に
経
量
目
の
文
義
・
章
句
の
解
釈
で
は
な
く
、
「
経
世
済
民
」

に
資
す
る
た
め
の
人
材
を
育
成
す
る
の
が
肝
心
だ
と
し
て

い
る
。

同
三
上
一
夫
『
横
井
小
楠
そ
の
思
想
と
行
動
』
(
歴
史

文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
回
、
古
川
弘
文
館
平
日
v

六
=
一
頁
。

同
『
松
平
春
巌
全
集
』

ω
二
二
七
頁
。
当
時
十
八
歳

の
春
獄
は
、
『
近
思
録
』
『
孟
子
』
『
中
庸
』
な
ど
の
「
会
諸
問
」

「
輪
講
」
を
さ
か
ん
に
行
っ
て
お
り
、
か
れ
の
ひ
た
む
き

な
学
究
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。

的
前
掲
『
横
井
小
楠
そ
の
思
想
と
行
動
』
六
一
一
了

六
四
頁
。

川
柳
川
藩
切
っ
て
の
小
楠
門
弟
で
、
福
井
藩
で
の
会
所

仕
法
が
由
利
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
柳
川

藩
で
は
池
辺
が
そ
の
大
役
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
由

利
が
維
新
財
政
を
担
っ
た
際
に
も
、
池
辺
は
明
治
元
年
四

月
会
計
官
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
由
利
と
と
も
に
太
政
官
札

発
行
を
企
て
た
。
な
お
翌
二
年
三
月
由
利
が
退
場
す
る

際
、
池
辺
も
一
緒
に
辞
任
す
る
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
て
由

利
と
は
き
わ
め
て
緊
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
。
〔
永
井
新
『
柳

川
藩
史
料
集
』
(
柳
川
山
内
三
池
教
育
会
昭
防
)
四
五
四

|
八
頁
〕
0

同
源
了
園
『
横
井
小
楠
の
「
三
代
の
学
」
に
お
け
る
基

本
的
概
念
の
検
討
』
(
「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
別
冊
二
、
平

2
)
は
、
小
楠
の
「
実
学
」
の
語
に
つ
い
て
の
用
例
に
つ

き
、
こ
の
書
翰
の
な
か
が
最
初
で
あ
り
、
か
つ
最
後
で
あ

る
こ
と
を
重
視
し
、
か
真
実
の
学
聞
は
「
三
代
の
学
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
信
念
が
彼
の
中
で
形
成
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
三
四
五
頁
)
と
論
述
す
る
が
、
た

し
か
に
小
楠
と
壱
岐
と
は
学
問
追
求
の
う
え
で
、
肝
胆
あ

い
照
ら
す
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

帥
村
田
氏
寿
あ
て
橋
本
左
内
書
翰
(
安
政
四
年
十
月
七

日
)
『
橋
本
左
内
全
集
』
(
上
)
四
四
四
|
四
四
五
頁
。

帥
前
掲
『
横
井
小
楠
そ
の
思
想
と
行
動
』
六
五
頁
。

同
『
旧
柳
川
藩
志
』
(
下
巻
)
柳
川
山
内
=
一
池
教
育
会

昭
お
一
O
七
頁
。
『
福
岡
県
史
』
第
三
巻
中
冊
(
柳
川

藩
)
福
岡
県
昭

ω
二
七
八
頁
。

同
新
藤
東
洋
男
「
柳
川
藩
の
動
向
と
横
井
小
楠
幕
末

維
新
期
の
事
情
l
」
(
『
近
代
熊
本
』

(m)
平
5
)
は、

幕
末
柳
川
藩
の
藩
政
改
革
が
、
立
花
壱
岐
・
池
辺
藤
左
衛

門
ら
小
楠
学
派
の
主
導
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
論
述
す

る
。
同
藩
の
長
崎
貿
易
に
つ
き
、
長
崎
の
御
用
商
人
「
松

尾
屋
」
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
が
、
福
岡
県
三
池
郡
高
田
町

江
浦
の
大
坪
富
美
雄
家
(
屋
号
「
角
屋
」
)
所
蔵
の
交
易
文

書
(
=
一
三
通
)
に
よ
り
、
そ
の
取
引
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が

「
白
蝋
」
「
生
蝋
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
な
ど
、
と

り
わ
け
蝋
が
同
藩
指
定
物
産
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

な
お
渡
辺
春
三
『
立
花
親
雄
と
柳
河
城
』
(
柳
川
山
門
=
一

池
教
育
会
編
昭
印
)
は
、
「
藩
財
政
改
善
の
大
成
果
」

と
し
て
、
「
藩
庫
は
年
々
多
額
の
硬
貨
を
蓄
積
し
た
。
そ

の
た
め
藩
は
大
坂
・
長
崎
の
巨
商
か
ら
の
借
金
を
皆
済
し

た
外
、
洋
式
ゲ
l
ベ
ル
銃
百
挺
を
購
入
し
、
ま
た
高
椋
新

太
郎
の
献
言
を
い
れ
て
機
を
失
せ
ず
、
三
万
両
で
藩
船
千

別
丸
を
購
入
し
て
、
藩
兵
の
移
動
時
の
機
動
力
を
高
め
、

軍
備
を
整
え
る
事
が
出
来
た
」
(
三
一
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

凶
福
井
・
柳
川
両
藩
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
し
か
も
同

じ
仕
法
の
殖
産
興
業
を
実
施
し
た
の
は
、
小
楠
の
論
策
が

三
一
例
と
立
花
の
双
方
に
深
く
か
か
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の

は
明
白
で
あ
る
。
(
前
掲
「
横
井
小
楠
そ
の
思
想
と
行

動
』
一
九
0
1
一
九
一
頁
)
。

同
文
久
元
年
正
月
四
日
、
福
井
滞
留
の
小
楠
か
ら
熊
本

の
盟
友
に
あ
て
た
書
翰
に
は
、
「
第
一
大
問
屋
」
(
「
由
利

伝
」
の
「
物
産
総
会
所
」
)
が
発
足
後
国
産
振
興
の
相
当
な

実
効
を
あ
げ
る
文
久
元
年
段
階
の
会
所
機
構
・
活
動
等
の

実
情
を
具
体
的
に
伝
え
る
だ
け
に
、
き
わ
め
て
貴
重
な
典

拠
文
献
で
あ
る
。
と
く
に
「
年
の
明
暮
杯
は
莫
大
に
も
ち

懸
候
て
」
の
文
面
か
ら
は
、
会
所
仕
法
が
発
足
し
た
当
初

の
状
況
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
一
年
ほ
ど

経
た
盛
時
の
事
情
を
示
す
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

な
お
拙
著
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』
〈
改
訂
版
〉
で
は
、

『
由
利
伝
』
の
安
政
六
年
十
月
の
会
所
発
足
に
つ
き
、
信

ぴ
ょ
う
性
の
き
わ
め
て
高
い
前
述
の
「
小
楠
書
翰
」
の
内

容
を
唯
一
の
傍
証
と
し
た
わ
け
で
あ
る
(
七
七
l
八
O

頁)。
同

O
「
安
政
三
、
四
年
頃
、
外
国
貿
易
説
」
(
『
橋
本
景
岳

全
集
』
(
上
)
昭
問
)
三
四
八
頁
。

O
「
安
政
四
年
五
月
頃
、
制
産
に
関
す
る
建
議
手
書
」
(
『

。
』
)
三
五
O
コ
一
五
一
頁
。

左
内
が
説
く
「
右
諸
品
物
は
固
よ
り
日
用
当
り
前
の
口
間

柄
」
と
は
、
「
人
間
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
の
必
需
品
と

便
益
品
と
が
国
民
の
富
で
あ
る
」
と
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

「
国
富
論
』
の
所
説
と
き
わ
め
て
共
通
す
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
な
お
山
崎
益
吉
『
横
井
小
楠
と
道
徳
哲
学
』
(
古
同
文

堂
出
版
社
、
平
成
日
)
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』

と
小
楠
の
「
富
国
論
」
(
『
国
是
三
諭
』
)
の
類
似
性
を
具
体

的
に
指
摘
す
る
が
、
こ
の
点
、
左
内
の
「
民
富
論
」
的
富

田
策
と
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
。

制
小
楠
は
、
儒
教
思
想
の
根
幹
と
な
る
「
心
徳
」

H

「至

誠
の
側
但
」
の
倫
理
性
に
も
と
づ
く
「
経
世
済
民
」
論
を

説
く
が
、
貿
易
論
で
も
、
「
方
今
交
易
の
道
開
け
た
れ
ば

外
国
を
目
的
と
し
て
、
信
を
守
り
義
を
回
し
て
通
商
の
利

を
興
し
財
用
を
通
ぜ
ば
、
君
仁
政
を
施
す
事
を
得
て
、
(
後

略
)
」
(
「
富
国
論
」
『
国
是
三
論
』
)
と
述
べ
る
な
ど
、
左
内
と

は
な
は
だ
共
通
す
る
の
が
注
目
を
ひ
く
。

同
農
学
者
大
蔵
永
常
は
、
そ
の
著
『
広
益
国
産
考
』
で
、
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「
国
産
を
採
ふ
る
心
得
の
弁
」
、
つ
ま
り
「
国
産
奨
励
」
論

と
し
て
、
「
会
所
仕
法
」
に
良
・
悪
の
二
法
が
あ
り
、
良

法
は
「
第
一
民
を
娠
は
す
の
道
理
」
に
よ
る
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
「
民
富
論
」
の
視
点
を
ふ
ま
え
、
悪
法
は
「
民
の

損
益
を
も
思
は
ず
唯
領
、
玉
の
利
得
あ
ら
ん
事
の
み
を
は
か

り
し
不
仁
の
扱
い
」

l
こ
れ
こ
そ
旧
来
の
藩
専
売
制
の
収

奪
的
性
格
を
端
的
に
指
摘
す
る
が
ー
に
よ
る
も
の
と
す
る

が
、
こ
の
良
法
こ
そ
、
左
内
の
論
策
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
小
楠
は
じ
め
か
れ
の
門
弟
に
す
べ
て
共
通

す
る
わ
け
で
あ
る
。

同
「
奉
答
紀
事
』
(
中
)
(
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
防
)
二

O
二

二

O
四
頁
。

刷
本
川
幹
男
「
幕
末
期
、
福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
に
つ

い
て
産
物
会
所
の
成
立
を
中
心
に
」
(
前
掲
)
は
、
慶

、
水
・
左
内
の
失
脚
後
の
安
政
五
年
十
一
月
十
六
日
、
製
造

方
役
人
で
あ
っ
た
藩
士
七
人
を
制
産
方
に
任
命
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
産
物
の
生
産
と
販
売
を
統
べ
る
「
制
産
方
」

体
制
が
漸
次
整
備
さ
れ
る
歴
史
過
程
を
論
述
す
る
(
五
一
一
一

五
五
頁
)
。

帥
長
崎
貿
易
ル

l
ト
に
つ
な
が
る
本
格
的
な
「
国
産
奨

励
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
安
政
六
年
中
に
、
諸
物

産
の
生
産
奨
励
・
振
興
、
集
荷
・
販
売
・
資
金
融
通
な
ど

を
取
り
扱
う
会
所
機
構
を
発
足
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
わ
け

で
あ
る
。

伺
た
し
か
に
文
久
元
年
四
月
五
日
の
「
産
物
会
所
取
立

方
触
書
」
(
『
後
藤
家
文
書
』
『
福
井
市
史
』
資
料
編
6

近

世
四
下
、
一
三
五
五
番
)
で
、
産
物
会
所
の
具
体
的
な
運

営
内
容
が
一
不
さ
れ
る
だ
け
に
、
産
物
会
所
成
立
に
か
か
わ

る
文
献
と
し
て
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
前
述
の
同
年

正
月
四
日
の
小
楠
書
翰
が
述
べ
る
「
第
一
大
問
屋
」
〈
物

産
会
所
〉
は
、
す
で
に
盛
ん
な
事
業
展
開
を
み
せ
て
い
る

だ
け
に
、
時
期
的
な
整
合
性
を
欠
く
わ
け
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
触
書
」
の
な
か
の
「
今
度
改
市
会
所
御
取
立

の
上
」
の
文
面
か
ら
み
て
、
会
所
機
構
を
こ
れ
ま
で
の
も

の
を
改
め
て
取
り
立
て
て
整
備
発
足
す
る
こ
と
を
布
告
し

た
も
の
と
考
え
た
い
。
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